




























































































































































































































































































年 埋め立て対象地 出願者 出願者の属性 主な目的 面積(坪)
慶応冗 ニ質保白イIU 内?fij幕府 製鉄所建設
慶応冗 東逸見村 製鉄所建設
永l嶋庄兵衛(庄輔) 公郷村名主 遊参所の設置
慶応4 大滝町 横須賀村名主卯兵衛 横須賀村名主
(高橋勝七)
明治4 j奏1庁





若松町地先* 古谷正協 神奈川県議会議員 726 
若松町地先* 亀井雪江 682 
明治19 若松町地先* 小林留吉 1，171 
公郷地先 石渡養泰 豊島町長 5，000 
深131也先* 石fJJf養泰・)1島市郎右衛門 6，000 
明治22 米ヶ浜地先
i明j台23 豊島村公~JlI\t也先 石渡忠吉・石波留吉 公郷村在住 ?flt賀街道の修繕 1，500 
明治28 豊島村公郷地先 秋本富三ほか3名 公郷村在住 道路新設
明治29 公郷村地先 :i(!l(l急庄兵衛 土木請負業 宅地の保護 12，727 
永I!鳥庄兵衛 土木請負業 62.399 





大正4 日の出IUT 肥後富一郎 退役軍人 住宅地開発
大正5 深田地先* 一 (市営化計画も有り) 小学校建設
大正11 田浦町天神地先* 田浦町 住宅地開発 29，868 
(山本 (2003).r横須賀市史 資料編 近代rrl横須賀自然・人文博物館所蔵，永嶋家文書により作成)





















































































































































免許され，何年 8 月 l 日には開発者である永II\!~産
il浦と卯兵衛が所有する外国人遊参所が2棟と，横
第2表 幕末期からl明治初年における大滝町遊廓の展開







慶応 3 I 10月i西浦賀の洗濯屋太平・佐吉.横浜港崎町遊女崖渡世吉次郎に，遊女屋出j苫が許可される
慶応4 1 問4月|遊参所の普請が開始される
8 月 l 日|日本人向け遊女屋も免許され，営業を開始。この時点では遊参所 2 棟(永Illl~庄 ~jilj
卯兵衛所有)，遊女屋 511汗が入る長屋(局見世) 1棟が開業
8月i永嶋庄IliIJ・高橋H事七 遊女屋2;肝の普請を出願









この長屋は内部が 5 区画の遊女屋に ~Uれた「局見
世」と呼ばれる形態のものであり， 日本人向けの
比較的遊興費の安い遊女雇として営業していたも














































































慶応年間 明治2年 明治10年 明治20年 開業時 明治20年 明治2年 明治20年
外国人遊参所 永山鳥庄ijl
外国人遊参所 卯兵衛
大阪j室※ 大阪屋 大!坂屋 大坂楼 今井平吉 今井二平吉 3 21 
l南泉屋※ 問泉屋 3 
金沢屋※ 金沢屋 jjf~六 4 
新紺j室※ 万吉
武蔵屋※
玉寿楼 玉寿楼 玉寿楼 玉寿楼 野田弥三郎 須田幸三郎 18 11 
初日塁 J升!軍 庄太郎
滝村屋 滝村屋 松泉楼か 松泉豊吉 近藤鉄太郎 3 20 
兼村屋 兼村屋 金村楼か 中沢金次郎 石戸磯五郎 3 15 
島1/奇撲 島Ih奇楼 島1針安 永IIH~豊太郎 甘粕金之助 11 
三宮屋 一一-一-ー一4ー.i云時ヨz二ヨ λp口ヱZ与土、I 二 松1奇楼か 黒田Ol右衛門 黒田しづ 12 
藤松楼 藤松楼 藤松楼 EノEニゴ口= ~~イムゑゐ 12 
紀伊I~I患 紀伊|翠楼 精十郎 林精十郎 2 7 
稲荷屋 福次郎 7 
大黒j塁 彦兵衛 4 
三浦j塁 勝五郎 3 
松1奇j室 むめ 3 




屋号不詳※ 宮IlJ奇楼 宮IlJ奇みよ 宮IlJ奇ゑゐ 18 
j室号不詳※ 坂本楼 三宮幸次郎 三宮幸次郎 15 
j室号不詳※ 近江楼 戸田栄治郎 戸田兵助 13 






新盛楼 l罰橋やよ 16 
蔦鶴楼 中i皐菊次郎 14 
三宮楼 三富つぎ 14 
























長屋 慶応4.9 永II!!~庄輔 高橋勝七
析屋 明治2.9
















































































































































































































福岡rl] 寿々舎 2 
元町 小松屋 5 










































































年 | 月日 i 移転の経過




























































































































































芦JlI仙之助 大滝町 3.000 
石渡利右衛門 元!日7 2.900 
大津徳蔵 2.355 
カf]納茂平 大滝1汀 2.000 
演出利左衛門 1.500 
演出与左衛門 深田 1.500 




車屋長島 地IHT 車産か 不明
j毛西まさ(柳屋) 大j竜IJ 芸妓置!医 5.000 
岩代七五郎 5.000 
三富弥兵衛 元町 料理屋 4.500 
回i判r¥1太 若松町 4.000 
田仁iコj涼次郎 2.500 
出仁1:1広吉 経削i)室 2.500 
1:3中源蔵 2.500 
j未野 大滝Il¥T 1.500 

























































月日 工事 書類 差出入 受取人 工事の対象地 埋立面積




明治29 3月13日 埋立設計審:(5 永I[¥!きJ主兵衛 神奈川県知事
通・埋立設計実測
図を含む)
明治29 3月161:1 出願書 永l尽き庄兵衛 三浦郡長 豊島村公郷地先 14，778 
明治29 3月 埋立 埋立地ニイサ寄付願 永Il(鳥庄兵衛
明治29 3月 埋立地寄付願 永1(鳥居5兵衛
明治29 9月30自 メliLnメTJ入宝V笥I吉 神奈川県知事 永I(患庄兵衛 豊島村公郷地先
1~1治29 メnpLメT入I エf~:




明治34 9J: 161ヨ 延期不許可決定 豊島村公郷地先
通達
明治32 8)=J 31日 工事届 :i]dl場正太郎 豊島村公郷j也先海面 16，667 
不IYi 不明 設計醤 (3通) 公郷土li内田戸 14，963 
大JE3 2月71] 開繋 }百 オく IIH~jl:-jに郎 東京湾要塞司令官
大正4 l月18EI I~司君主 許可願い 永I~(~正太郎 東J'，湾要塞司令官 横須賀市公郷20番地






































工事内容 種類 数量 金額(円) 備考
ニ浦石 3120本 2589.600 
三浦産割栗石 130呼 1430.000 I 
(甲)号石垣工事延長
セメントモルタル 78切 507.000 
人夫 65人 42.250 
六拾五間
石工 390人 507.000 
石工人夫 780人 507.000 
相ナトi産割栗石 32.5 585.000 
三浦石 2583本 21423.960 石垣用
三 ?ïl~産割栗石 1882坪 20703.100 
セメントモルタル 6453切 4194.450 石j亘面
(乙)号石垣工事延長
人夫 717人 466.050 
石工 3226人 4194.450 石垣築立月3石掠
三百五十八間
石工人夫 9679人 6291.670 石工一人ニ付二人
IlIJ~ 石 144 99.050 
キ1:ナトi産割栗石 368.8 4838.400 石jI[副社石
i替水夫 600人 5888.000 
三浦石 4032本 3346.560 石垣築立用
三浦産割架石 168坪 1848.000 圃込用
(丙)号石垣工事延長
セメントモルタル 1008切 655.300 石材|ヨ地接着用
人夫 84人 54.600 
八十四間
石工 515人 665.600 石垣築立m石時
石工人夫 1024J'¥ 665.600 石工一人ニ付二人
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